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尿路感染症に対する CS-807 の臨床評価
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   CS-807 is a new cephalosporine orally available. The clinical efficacy and safety of this drug were 
evaluated in 13 patients with urinary tract infection, including 3 with simple cystitis and 10 with compli-
cated infections. According to the response criteria defined by the Japanese UTI committee, the clinical 
effectiveness in 8 patients with complicated urinary tract infections regarded evaluable was excellent in 2, 
moderate in 4 and poor in 2, the overall efficacy rate being 75.0%. Only 1 of the 13 patients stud-
ied, developed temporary diarrhea as a drug related adverse reaction. 

                                                 (Acta Urol. Jpn. 34: 1515-1518, 1988)
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緒 言

CS-807は 新 し く開 発 され た 経 口用 セ ファ ロス ポ リ

ン剤 で,Fig.1に 示 す 化学 構 造 式 を有 す る]).本 剤 は

経 口吸 収 され な いR-3763の4位 カル ボ ン酸 に,イ ソ

プロポキ シカル ボ ニル オ キ シエ チ ルを エ ス テル結 合 す

る ことに よ り経 口吸収 性 を 高 めた 薬 剤 で,経 口投 与 時
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ClinicalstructuresofCS-807andR.3763

には,腸 管壁 のエステラーゼに より加水分解 され,活

性R-3763と して血中に存 在 し,抗 菌作用を発揮す

る.活 性R-3763は,グ ラム陽性 お よび 陰性菌に広

範な 抗菌 スペ ク トルを有 し,β 一ラクタマーゼ に も安

定 といわれている.

われわれは本剤を尿路感染症患者に投与 し,そ の臨

床効果 を中心に検討 したので報告す る.

対象および方法

L対 象

対象は1986年4月 より1987年3月 までに,金 沢大学

医学部附属病院泌尿器科に通院もしくは入院 した急性

単純性膀胱炎患者3例(全 例女性,年 齢は21～50歳,

平均4L3歳)お よび 慢性複雑性尿路感染症患者10例

(男性8例,女 性2例,年 齢は22～74歳,平 均63.6歳)

であった.な お複雑姓尿路感染症 の基礎疾患は,神 経

因性膀胱6例,前 立腺癌2例,前 立腺肥大症,膀 胱癌

が各1例 であった.

2.投 薬量 および服薬方法

本剤1回100も しくは200mgを1日2回 朝,夕 の

食 後に経 口投薬 し,投 薬期 間は原則として3～7日 間

とした.
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Tablc1・ClinicalsummaryofpatientswithsimpleUTItreatedwithCS-807

D㎏n(曲

CaseAgeSex
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DogeD瞳rationSyt町 覚α皿P掴a

〔㎎1day}仙y)

Bacteriuria
Sp㏄ie8

Eva且uationSide

C㎜ 匙Dr.effect

156F

A,U.C.
200×2

十 十十十
3-

十 一

《一)

(一)

Excellent〔 卵)

A.U.C.247F
loox2

十 十

Sepidermidis105

±S.aureuslO5
7-一 一Excellent(一 》

(一 》

A.U.C.
200x2

十 ±
8-一

(一) Diarrhea

321F
一Excellent

Candidasp.103General

Enterococcus瓢 ⊃.103malaiSe

3.効 果判定お よび副作用 の検討

効果判定は,本 剤投薬3～7日 後 にUTI薬 効 評

価基準2)に準 じて行 った.副 作用については,投 薬期

間中の自他覚症状の有無を観察す るとともに,投 薬前

後の赤血球数,白 血球数,BUN,血 清 クレアチ ニソ,

GOT,GPT,1.DH,ア ル カ リフ ォス ファタ ーゼ な

ど,臨 床諸検査成績 の変動についても検討 した.

成 績

1.臨 床 効果

急性 単 純性 膀 胱炎 患 者3例 の総 合 臨床 効 果 は3例 と

も著効 で あ った(Table1).排 尿 痛 は3例 中2例 に

消失 し,膿 尿 は3例 と も消 失 した.

慢性 複雑 性 尿路 感 染症 患 者10例 中UTI薬 効 評 価

基 準 に よる 評 価 可 能例 は8例 で あ った.こ の8例 の

総 合臨 床効 果 は 著 効2例(25.O%),有 効4例(50.0

%),無 効2例(25.O%)で,有 効 率 は75.O%で あ っ

た(Tablc2).こ の8例 中細菌 尿 は 陰性 化5例(62.5

%),不 変3例 で あ った が,膿 尿 につ い て は正 常化3例

(37.5%),不 変 は5例 で あ った(Table3).こ れ を疾

患 病 態 群別 に み る と,有 効 率 は単 独菌 感 染 で80.O%,

複 数 菌 感染 で66.7%で あ り(Table4),従 来低 率 とさ

れ て きた 複 数 菌 感染 に お いて 良 好 な有 効 率 が 得 られ

た.

細菌 学 的 効果 では,慢 性 複雑 性 尿路 感 染 症患 老 に お

け る尿 中分 離菌 をTable5に 表 示 す る.P.aeruginosa

は3株 中1株(33.3%)の 細 菌 消 失 率 を 示 し た が,

S・epidermidis.E・coli,E・cloacae.K・Pneumoniae,P.

vulgarisは いず れ も100%の 細菌 消 失 率 を示 し,そ の

平 均 は81.8%と な った,

投薬 後 出現菌 と してはStaPh"IOCOCCUSsp.1株 が認

め られ た.

2.副 作 用

自他 覚 的 副作 用 として は1例 に下 痢 とそれ に 起 因す

ると思われ る軽度の倦怠感がみ られたが,一 過性であ

り,他 の12例 には副作用は認め られなか った.ま た投

薬前後に施行 した臨床検査値の検討では,本 剤による

と思われる異常値出現 は観察 されなか った.

考 察

CS-807は 経 口用 セファロスポ リン剤 の 一 種 で あ

り,投 与された本剤 は小腸上部か ら吸 収 され,血 中

では抗菌活性を有す るR-3763と して 存 在 す る.こ

のR-3763は 大半が肝臓を 経 由 し て尿中に排泄 され

るが,一 部は胆汁中に も排 泄される.CS・807の 抗菌

スペ ク トルは β一ラクタマーゼ に 安定 であることより

広 く,か つ強い抗菌作用を示 す が,P.aeruginosaに

対する抗菌力は比較的弱いよ うである.

今回われわれ は,3例 の急性単純性膀胱炎患者およ

び10例 の慢性複雑性尿路感染症患者 に対 して本剤を投

与 し,そ の臨床効果を中心 に検討 した.UTI薬 効評

価基準 に合致 した効果判定可能な8例 の慢性複雑性尿

路感染症では,総 合臨床効果で有効 と判定された例 は

75.0%で 比較的良好 と思われ る成績が得 られた.

細菌学的効果 の面では,本 剤に対す る感受性が低 い

とされ るP.aeruginosa3株 中一株に 細菌消失が認め

られ た.

副作用 としては,1例 に下痢が認め られたが,一 過

性かつ軽度であ り,他 の12例 では副作用は認め られ な

か った.ま た臨床検査値 の検討では,本 剤に よる と思

われ る異常値 はみ られ なか った.

以上 の結果 よ り,本 剤は グラム陰性桿菌 に よる複雑

性尿路感染症に対 して も十分な臨床効果が期待 し得 る

ものと推察された.

結 語

経 口用 セファロスポ リン剤CS-807を13例 の尿路

感染症患老に投与 した.そ の結果,急 性単純性膀胱炎
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Table3.Overallclinicalc缶cacyofCS-807incomplicatedUTI

Pyuria

Bacteriuria

E置iminated

Decreaged

Replaced

Cleared

1

Unchanged

Efficacyon

pyuria 3(37.5%》

Decreased

(%)

Unchanged

3

Efficacyon

baCteriuria

5(62.5%)

(%》

●

幽

2

1(12,5%)

5(62.5%》

2㌍5.0%》

Casetota1
8

[=コExcellen・

[=コM・d・ ・a・・

　

iPoor(orFai累ed)

2025.0%)

40SO.O%)

2¢5,0%)

Overall
effectivenessrate

6

/

8

(75.0%)

Table4.Ovcra11clinicalefficacyofCS-807classifiedbytypeofinfection

Group
0ΨeraU

Na〔rfPerc㎝ 亡ExcellentMα ㎞atePoore価 燃

㈹ofto国rate

1stgroup(Catheterindwelt)

Monomicrobial2ndgroup(Postprostat㏄tomy)

infection3rdgroup(UpperUTI)

4thgroup(LowerUTI)

Total

(%)

(%)

(%)

5(62.5%)

5(62.5%)

1

1

3

3

1

1

%

%

%

80.0%

80。0%

Polymicrobial

infection

5thgroup(Catleterindwelt)

6thgroup(Nocatheterindwelt)

Total

2(25.0%)

1(12.5%)

3(37.5%)

1

1

1

1

150.0%

100.0%

166.7%

Tota1 8(100%》 2 4 2 75,0%

Table5. BacterialresponsetoCS.807in

co皿plicatedUTI

1SOlates No.ofsU面nsEradicated(%}Pe酪ted零

S.epidemidis

E.coli

Ecloacae

K,pneumoniae

P.vulgaris

P.aeruginosa

1

3

1

2

1

3

1(100%)

3(100%)

1(100%)

2(100%)

1(100%)

1(33.3%) 2

患者3例 は全例膿尿が消失 し,著 効 と判定 された.慢

性複雑性 尿路感染患者 は10例 で,う ちUTI薬 効評

価基準による評価可能例は8例 であ り,有 効例 は6例

(75.0%)で あ った.副 作用については,1例 に一過

性の下痢がみ られた.

文

Total 11 9(81.8%) 2

串Persisted=Regardlessofbacterialcoロnt
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(1988年2月18日 迅 速 掲 載 受付)


